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鶏の呼吸器性7 イコプラズマ病 2，5，15，20，24ι聞は， Myco少lasmagallおepticum(M G)の感染によっ

て起乙る疾患である。本菌の単独感染では鶏は通常軽度の呼吸器症状しか起乙さないか，または殆ど無症

状で経過する。

しかし， MG感染ヒナが Escheri・'chiacoli 22，24)， Haemophilus paragalH加 rum8，1l，22)または種々のウ

イルス例えば infectiousbronchitis virus 1，22)， Newcastle disease virus 22，25，28)， reovirus 22)， およ

びfowlpoX viru~ 19)などに曝露された場合に発症し，鼻汁の排出，咳， 異常呼吸音などを呈し，鼻腔，

眼寓下洞，気管および肺などに病変が見られ，さらに乙の様な状況下では多くのヒナIC::気嚢炎 (airsaccu-

ritis)が認められる。その結果，病鶏は産卵能力，発育などの低下をきたすほか解化率低下，弱雛増多，

飼料効率低下，衛生管理費の増大など直接間接lζ養鶏経営IC::大きな被害を及ぼす。

また本病の発生lζは，以上のような他の細菌やウイルスなどの複合感染のみならず，ワクチン接種的，

ビタミン A欠之飼料の給与，寒気，飼養管理失宜およびアンモニア・ガスの存在などの関連性が指摘され

ている。

従来，わが国におけるヒナのMG実験感染用菌株としては，村田らげに佐藤らお)鈴木ら 2りは lRF

株を用い，また吉田および国安町は同じく KP -13株を用いてきた。前述の佐藤ら 25)による MG lR 

F株と他の複合感染因子との関係について論じた報告以外は，現在までに本菌株の virulenceまたは病原

性に関する詳細な報告はなされていない。私どもが，今後本菌による種々のMG人工感染系を用いた実験

を行う前提として，その virulenceの詳細を明らかにしておく事は不可欠であると考えられた。

そ乙で，私どもは MG 1 R F株が初生ヒナに対する virulenceの程度を知る目的で本実験を行った。

材料と方法

供試ヒナ:エンヤ株式会社由来，ノ、ノてード系ブロイラー専用種の雄初生ヒナ 200羽を購入して，餌付前

に体重 43g前後のものを 120羽選び実験に供した。

飼料:市販フーロイラー肥育前期用(日本農産工業株式会社製， ジョイスター)を使用した。

ヒナ飼育法:実験期間を通し平面式金網床育雛器を用い， 2週令までは保温飼育(350C)し，それ以降
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4週令までは室温で飼育した。

実験群別:実験ヒナは l群 20羽とし，第 1群はMG非接種対照，第 2群は MG 1 RF株の 4x lOccu* 
接種，第3群は同菌の 4X 102∞u接種，第 4群は同菌の 4X 103 CCU接種，第 5群は同菌の 4X 104ccu 
接種，第 6群は同菌の 4X 105ccu接種，計6群 120羽とした。

供試菌:供試菌は農林省家畜衛生試験場から分与を受けた AゐIcoplasmagallis.φticum 1 R F株 26)

を使用した。本菌株の抗生物質感受性については村田ら(1980) 18) が報告しているとおり，最小発育阻
止濃度 (M1 C) は tylosin (T S)において 0.03噌/ml， erythromycin (E M)でo.1勾 /ml，
tetracycline (T C )で 0.3噌/ml， spectinomycin (S P C T)および chloramphenicol(C P)で
3噌 /mlであった。

MG人工感染法:栄研化学社製のニワトリ PPLO液体培地15，16)で，供試菌株を 370C，48時間培養し
た原液と， 10-1 - 10-4 まで 5段階の希釈液を調製し，各実験ヒナ群ごとに 1羽当たり 0.4mlす、つ(約4
x 10ccu - 4 X 105 CCUのMGを含む)，右後胸部気嚢内Ir.接種した。
観察項目:1週令時の測定lとより各群ヒナの平均増体量と飼料摂取量等を比較した。毎日， ヒナの臨床

症状，死亡率等について 4週間観察した。また，全実験群につき 1週ごとに各群 5羽ずつのヒナを心臓採
血したのち，空気栓塞により殺し，剖検した。なお，観察時頻死のヒナはその時点で殺し， 剖検した。剖検
時には特に気管，気嚢ならひ:Ir.心，肝，肺，腸における肉眼病変の有無を調べたのち，気嚢および気管か
らのMG分離，さらにMG血清凝集素価の推移についても調べた。

肉眼病変判定法:肉眼病変 38) の程度は，気嚢に関してはMG接種側気嚢に肥厚，混濁がみられたもの
を+チーズ様惨出物がみられたものを++，全面にチーズ様渉出物がみられ， 同時にMG非接種側気嚢
が肥厚，混濁しているものを仲，さらに両側気嚢全面Ir.チーズ様惨出物がみられ，線維素性心膜炎を併
発したものを+Ht-と記録した。なお病変陰性の場合は， “一"と記録した。

病理組織学的検査:典型的な頚部捻転ならびに脚麻療のみられたヒナについては，脳の病理組織学的検
査 37)を，通常の方法Ir.従い組織をホルマリン固定後ヘマ卜キシリン・エオジン染色して調べた。
MG分離法 :MG分離には気管および左右後胸部気嚢粘液を滅菌綿棒またはタンポンで拭い，前述の液

体培地を 2mlずつ分注した小試験管内に投入し，常法のとおり370Cで3代盲継代を行い，培地が黄変した
ものをMG分離陽性と判定した。ただし 1および 2週令殺のヒナでは左右両気嚢を同ーの滅菌タンポンで
拭い，一括してMG分離を試みた。なお，必要に応じ，黄変液体培養につき MG集落の発育を確認した。

MG血清凝集素価の測定法:各週令殺の供試ヒナの血清につき， MG試験管凝集反応を行った。その方
法は下記のとおりで，まず全例について，血清希釈 10および 20倍でスクリーニング・テストを行い， 20 
倍希釈で凝集陽性を示した血清については，さらに血清の 2倍希釈法で凝集素価を測定した。

試験管凝集反応の方法15)は，各希釈血清の O.2ml KMG急速凝集反応用菌液(日生研株式会社製)の
12. 5倍希釈を抗原として 0.2ml加え，全量を 0.4mlとした。次いで乙れを 370Cの waterbath中で2時
間感作後， 4 oCIr. 1夜静置し，明瞭な特異凝集がみられたものを陽性とした。

なお，血清および抗原の希釈には 0.1%アジ化ナトリウム加 4) リン酸緩衝食塩液を用いた。

成績

ヒナの臨床症状:全群全期聞を通して呼吸器症状を呈したヒナはみられなかった。しかし， Table 1 Ir. 
示したとおり頭部捻転，脚麻療を主徴とするヒナ (Fig.1，2)が，実験開始後 7日以内にそれぞれ第 5群K
l例 (5%) ，第 6群iζ3例(15 ~ぢ)みられ，また 8 -15日令時lζ第 6群lζ6例(30%)みられた。な
お，この成績を実験群ごとにまとめてみると，頭部捻転および脚麻療を示したものが第 5群で 1例，第 6
群で9例それぞれ認められた。これら頚部捻転のみられたヒナは，全て脚麻療を併発していた (Table1)。
乙れらのヒナは脚麻療の為の起立困難または不能ならびqr.頚部捻転の結果，重症のものでは採食不能に陥

事 Colonyforming unit. 
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り死亡した。本頭部捻転はヒナの類部がラセン状IC:捻転したもので，重度の例では捻転の角度が 180。に至

り，その為ヒナの頭部が上下全く逆転する例もみられた (Fig.1)。また第 5群で左足問骨関節の腫脹が 1

例みられた(ヒナNo.99 )。 第 6群で右足間骨関節IC:水腫様病変が 2例みられた(ヒナNo.117， 120)。

ヒナの死亡率:第 1-4群では死亡ヒナはみられなかった。しかし， Table llC:示したとおり第 5群に

おいては実験開始後 7日以内Ie:I例 (59的，第 6群においては実験開始後 7日以内に 3例(15 %) ，以

後 8-14日聞に 5例 (25，%)の ヒナが死亡した。

ヒナ Mycoplasma実験感染

Table 1. Incidence of the limberneck， leg weakness， and death observed in chicks of group 5 and 6. 

Age in days of 
dead chicks 

Leg 
weakness 

Chick 
number 

Group of 
chicks 

Limberneck 

6 

6 

4 

6 

5 

11 

8 

9 

11 

9 
1) 

+
一
+

+

+

+

+

+

+

+

+

+
一
+

+

+

+

+

+

+

+

+

85 

102 

103 

104 

106 

107 

108 

109 

110 

115 

CCU 

CCU 

Inoculum size 

4 X 10・

4 X 10' 

5 

1) The chick in a dying condition was killed 15 days post inoculation. 

Fig. 1. Characteristic appearance of limber-

neck (the spiraJ neck brought the 

head upside down) in a 6-day-01d 

chick that was killed 6 days post 

inoculation with 4 x 10・CCUof 

M. gallisepticum strain lRF. 

Typical findings of so-called leg 

weakness (or leg paralysis) appeared 

in a 15-day-old chick that died 15 

days post inoculation with 4 X 10' 

CCU of M gallisepticum str剖 n1RF 

Fig.2 
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ヒナの平均増体量，平均飼料債取量および飼料要求率 Table2 K示したとおり.餌付から l週令まで
の平均増体品は第]-4群に比べて第 5・6群は少なく，第 l群と第 6群，第 2群と第 5・6群，第 3群
と第 5・6群， 第 4群と第 5・6群との間にそれぞれ 5%の危険率で有意の差が認められた。第 6群の平
均飼料摂取量は他の群のそれに比べ少ない値を示した。第 5・6群の飼料要求率は他の群のそれに比べて
高い値を示した。

また， ]週以降の実験期聞においては，各週乙とに 5羽ずつ剖検する事になり，各群のヒナ羽数が減少す
る為成績を出しても信頼度が低いので，以後の検討は行わなかった。
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Table 2. Body weight gain， food intake， and feed conversion of chlcks during day-old to one-week-old in age. 

Feed conversion 
Mean food 

intake (g) 

Mean weight gain 

of chicks (g) 

Mean weight of 

chlcks (g) 
Inoculum size 

Group of 

chicks 

122.51) 
43.12) 1.35 107.2 79.4 :t 12_1 

Non-infected 
control 

1.31 109.2 83.4 :1: 9.1 
122.6 
43.2 

124.8 
43.7 

4 X 10 CCU 2 

L28 103.9 81.2 :t 9.5 4 x 10' 3 

1.27 102.6 80.8 :t 13.3 
124.9 
44.1 

4 x 10' 4 

1.54 108.8 70.7 :t 17.2 
113.1 
42.3 

4 X 104 5 

104.7 
43.1 1.47 

1) Mean body weight of chicks at one-week-old in age. 
2) Mean body weight of chicks at day-old in age. 

90.3 61.4 :t 25.1 4 x 10' 6 

ヒナの肉眼病変 :試験全期間における各群 ヒナの肉眼病変出現率は Table31ζ示したとおりである。
第 l群では，全期間を通 して気袋および気管K病変がみられたヒナはなく，胸部膿胞がみ られたヒナが

4 {9IJ (27 %) ，肝に点状出血がみられたヒナが 1例 (Hぢ)，肝iζ巣状壊死がみられた ヒナが 1例 (7%) 
であった。

第2群では，全期間を通して気漢に病変がみられたヒナが2例(]0 %) ，気管lζ病変がみられたヒナが
7例 (35%) ，胸部股胞がみられたヒナが4例 (20%) ，気泡を伴う線維素性肝包膜炎がみられた ヒナが
]例 (5%)であった。

Table 3. Gross lesion score of chicks in the each group through experimenta1 period. 

The otehr organs Trachea Air sac 
Number of 

chicks examined 
Inoculum size 

Group of 

chicks 

)
 

勾
，
&)

 

勾

3
勾

3(
 

F
3
 

5 (25) 

3 (15) 

7 (35) 

9 (45) 

6 (30) 

。
7 (35) 

8 (40) 

9 (45) 

15 (75) 

13 (65) 

。1)

2 (10) 

5 (25) 

6 (30) 

11 (55) 

16 (80) 

15 

ハU
n
u
n
u
n
u
n
U

今

L

内

L

今

L

刊

4

ヲ
-

Non-infected 

control 

4 x 10 CCU 

4 x 10' 

4 x 10' 

4 X 104 

4 X 10' 

内

，

ゐ

勾

3

凋
“
守
伊
、

d
r
o

1) Number of chicks positive for gross lesions. 
2) Percentage of chicks which gross lesions were obse円 ed.
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第 3群では，全期間を通して気嚢』ζ病変がみられたヒナが5例 (25;;ぢ)，気管lζ病変がみられたヒナが

8例 (40;;ぢ)，胸部膿胞がみられたヒナが 3例(15 ;;的であった。

!s4群では，全期間を通して気獲に病変がみられたヒナが 6例 (30%) ，気管lζ病変がみられたヒナが

9例 (45%) ，胸部膿胞がみられたヒ ナが6例(30第)，胸部皮下および肝に点状出瓜lかみられたヒナが

l例 (5%)であった。

第 51，'1では，全期間を通 して気嚢に病変がみられたヒナが 11OiJ (55;;ぢ)，気管fC:病変がみられたヒナ

が 15例(75予約，胸部膿胞がみられたヒナが8例 (40;;ぢ)，肝lζ点状出血がみられたヒナが 1例(5必)

であった。

第 6li'Fでは，全期間を通して気嚢lζ病変がみられたヒナが 16例 (80;;ぢ)，気管IL病変がみられたヒナ

が 13例 (65%)，胸部股胞がみられたヒナが5例(25 %) ， ij干に点状出血がみられたヒナが1OiJ (5 %) 

であった。

頚部捻転または脚麻痩を伴ったヒナの肉眼病変・ 頭部捻転症状のみられたヒナ (Table1)の脳，および

脚麻療がみられたヒナの坐骨神経，開[i，足燃についても詳細に剖検を行った。その結果，鎖部捻転のみら

れた殆ど全例の脳では，大脳皮質の黄白色軟化 ・融解，7l<腫様肥大，部分的なクモ膜下出血などが認めら

れた (Fig.3 ，4)。

また脚麻療のみられたヒナについては，絢!の各関節の異常や，剖検変状，または特IC:坐骨神経の腫大等

についても調べたが著変はみられなかった。

Fig.3. Sub3Jachnoid hemorrhages of a 15 
-day-old chick with limbemeck killed 

15 days post inoculation with 4 X 

10' CCU of ~主 gallisepticum strain 

lRF 

Fig.4. Encephalomalacia and edematous 

sweIling of the cerebral cortex，叩d

P紅 tial hemorrhages in the sub-

3Jachnoid of a chick which was 

shown in Fig. 3. 
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頚部捻転ヒナ脳の病理組織学的所見:典型的な頭部捻転ならびに脚麻療のみられたヒナ 2例 (ヒナNo.85
および 115)の脳!Cついて，病理組織学的検討を行った結果，下記の所見が認められた。 認められた病

変の主なものは，大脳皮質の域死巣(Fig.5)，小脳プノレキンエ細胞の変性脱落ならびに神経細胞層の粗
穏化(Fig.6)，血管周囲性神経組織の頬場死病変(Fig.7)，わずかに認められた血管の炎症反応 (Fig.8)， 
皮質神経細胞の漉縮 (Fig.9)なとである。

以上，一般に炎症性変化は全くみられず，変性嬢死病変のみが目立った。

Fig. 5. Necrotic foci in the cerebral cortex 
of a 15-day-old chick killed 15 days 
post inoculation with 4 X 10' CCU 
。f M. gallisepticum strain 1 RF. 
H & E stain， x232. 

Fig. 6. Degeneration and disappearance of 
Purkinje's cells， 叩 d loosening of 
ganglion cell layer in the cerebellum 
of a 15-day-old chick Idlled 15 
days post inoculation with 4 X 10' 
CCU of M. gallisepticum strain lRF. 
H & E st幻n，x464. 

Fig. 7. Necrobiosis in nervous tissue sur-
rounding blood vessels in the田 rbral
cortex of a 15-day-old chick kiIJed 
15 days post inoculation with 4 X 
10' CCU of M. gallisepticum strain 
lRF. H&Estain， x116. 
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Fig. 8. Slight inllarnrnatory reactions of 

blood vessels observed in the brain of 

a 15・day-oldchick killed 15 days 

post inoculation with 4 X 10' CCU 

of M. gallisepticum strain 1 RF. H & 

E stain， x232. 

ヒナ Mycoplasma実験感染

Fig. 9. Con tracted nerve cells in the cerebral 

cortex of a 15-day→old chick killed 

15 days post inoculation with 4 X 

10' CCU of M. gallisepticum strain 

1 RF. H & E stain， x232. 

MG分離:試験全期間中の各群ヒナからのMG分離率のま とめはTable4に示したとおりである。

第 l群では， 1週令殺のヒナではMG分離を試みなかった。その後 2-4週令時における各部位からの

MG分離は，全例陰性であった。

Table 4. Recovery of M. gal/isepticum frorn chicks in the each group through experirn
ental period 

Trachea 
Right2) 

Air sac 

80th sidesl) Left2) 
Nurnber of 

chicks exarnined 
lnoculum size 

Group of 

chicks 

。
18 (90) 

20 (100) 

19 (95) 

20 (100) 

20 (100) 

。
6 (30) 

5 (25) 

7 (35) 

10 (50) 

9 (45) 

。
6 (30) 

6 (30) 

5 (25) 

7 (35) 

5 (25) 

。3)
6 (30)4) 

7 (35) 

9 (45) 

10 (50) 

10 (50) 

15 

ハU
n
u
n
u
n
u
n
U

2

2

2

2

2

 

Non-infected 

control 

4XI0 CCU 

4 X 102 

4 X 103 

4 X 10・
4 X 10' 

内
J

・令‘
J

4

a

・
F

、d
r
h
v

1) Specimens collected and cultured together from both sides of the air sac of a cltick. 

Five and ten chicks out of group 1 and 2-6 were exarnined within 2 weeks post inocu1ation， respective1y. 

2) Specimens collected and cultured individually from the left and right sides of the
剖rsac of a chick. Ten 

chicks per group were exarnined 3 and 4 weeks post inoculation， respectively. 

3) Nurnber of chicks positive 

4) Percentage positive for nurnber of chicks exarnined. 
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第 2群では，全期的lを通してのMG分離は， 1および 2週令殺ヒナの気曇(左右いずれか不明)から 6
例(30 %) ，左気設から 6OiJ (30 %) ，右気嚢から 6{9IJ (30%)，気管から 18例 (90%)であった。

第3群では，全期間を通してのMG分離は 1および 2週令殺ヒナの気嚢 (左右いずれか不明)から 7
例 (35%) ，左気嚢から 6例 (30%) ，右気裂から 5例 (25%人気管から 20例(1005ぢ)であった。

第 4群では，全期間を通してのMG分離は 1および 2週令殺 ヒナの気嚢(左右いずれか不明)から 9
例 (45%) ，左気裂から 5例 (25%) ，右気裂から 7例 (35%人気管から 19例 (95%)であった。
第 5群では，全期間を通してのMG分離は， 1および 2週令殺ヒナの気嚢(左右いずれか不明)から 10

例 (50%に左気設から 7例 (35%) ，右気袋から 10OiJ (50 5百)，気管から 20例(100 %) ，脳から
l例 (5%)であった。

第6群では，全期間を通してのMG分離は 1および 2週令殺ヒナの気嚢(左右いずれか不明)から 10
例 (50%) ，左気袋から 5例 (255ぢ)，右気嚢から 9例(45 %) ，気管から 20例 (100 %) ，脳から 1
{9IJ (55ぢ)であった。

以上の成績をもとに実験ヒナ群からのMG分離率を調べると， 5%の危険率で気嚢(左右いずれか不明)
は第 l群と第 3-6群との問K，1:_正気嚢は第 l群と他の全群との聞に，右気餐は第 l群と他の全群との聞
に，気管は第 1群と他の全群との聞にそれぞれ有意差がみられた。

ヒナ脚部からのMGおよびMS*の分離 :第5群 4週令殺ヒナ l例 (ヒナ No.99 )の腫脹がみられた左
足間骨関節嚢液からMGが分離されたが， MSは分離されなかった。
第 6群4週令殺ヒナで右足間合関節K7l<腫織病変がみられた 2例(ヒナNO.117，120)の関節嚢液から

MGが分離されたが， MSは分離されなかった **。

MG血清凝集素価 :第 11作ヒナのMG血清凝集反応、は全例陰性で，その凝集素価の幾何平均値は<10 
であった。

第2群各週令殺ヒナのMG血消凝集反応についての成績は，それぞれ Table 5， 10に示したとおりであ
る。第2群の全期間を通しての凝集ぷ価幾何手均値は， 11であった。

Table 5. Progressive observation on the serum agglutinin titer of chicks in group 2 

4 x 10 CCU 

Chick A臨lutinintitcr 
No. 1: 10 20 40 80 160 320 640 

Geomctric mean of 

agglutinin titer 

Inoculum size 

Age in wecks 

of chicks 

)
 

1
 

-
-
-
-

1

2

3

4

5
 

2

2

2

2

2

 

<102) 

26 -

27 

28 

29 I 1 
30 ー

<10 

31 1 

32 1 

33 I 

34 1 

35 1 

184 

36 1 

37 1 

38 1 

39 

40 

戸
コ 77 

1) Agglutinin titer: < 1: 1 0 

2) Thc value Icss th:tn tcn indicatcs nc区atIvcrcaction for the diagnostic critcrion of M. ga/lisepticum 
infcction 

* MycoPlasma synoviae * *胸部股胞からのMG.MS.一般細偵の分離は全て陰性であった。
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第3群各週令殺ヒナのMG血清凝集反応についての成績は，それぞれTab1e6， 10 Iζ示したとおりであ

る。第3群の全期聞を通しての凝集素価幾何平均値は， 15であった。

Table 6. Progresive observation on the serum agglutinin titer of chicks in group 3. 

Inoculum size 

4XIO'CCU 

Chick Agglutinin titer 

No. 1:10 20 40 80 160 320 640 

Geometric rnean of 

agglutinin titer 

Age in weeks 41 1) 

of chicks 42 

43 

44 

45 

く102)

46 

47 

48 1 I 
-49 I I 
-50 t 1 

II 

51十一 i

52 I .) ，..__ 
53 ト γi. . 
54 1 1 

55 I I  

70 

56 I I -57 t I -58 I " .:J -
59 I I 

60 I I 

70 

1) A臨lutinintiterく 1:10 

2) The value less than ten indicates negative reaction for the diagnositic c
riterion of M. gallisepticum 

infection 

第4群各週令殺ヒナのMG1fn清凝集反応についての成績は，それぞれTab1e7， 10 1[.示したとおりであ

る。第 4群の全期間を通しての凝集素価幾何平均値は， 34であった。

Table 7. Progressive observation on the serum agglutinin titer of chicks in group 4. 

Inoculum size 

4 X 10' CCU 

Chick Agglutinin titer 

No. 1:10 20 40 80 160 320 640 

Geometric mean of 

agglutinin titer 

1) 
Age in weeks 61 

。fchicks 

一
一
一

2

3

4

5

 

6

6

6

6

 

2) 
<10 

66 I 、 咋1

67 I 、 "1
・

68 I ヤ、二i
E 、，

69 I で I、，
70 : 1 

B 
H 

320 

日一一-1 1 121 

76 I 

77 I I 

78 I I 

79 I I 

80 I I 

35 

1) Agglutinin titerく 1:10

2) The value less than ten Indicates negative reaction for the diagnostic cr
iterion of M. gallisepticum 

infection 
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第 5群各週令殺ヒナのMG血清凝集反応についての成績は，それぞれTable8， 101<::示したとおりであ
る。第5群の全期間を通しての凝集素価幾何平均値は， 29であった。

Table 8. Progressive ob揖rvationon出.eserum格glut白血 titerof chicks in group 5. 

Inoculum size 

4 x 10・CCU

Chick Agglutinin titer 
No. 1・10 20 40 80 160 320 640 

Geometric mean of 

a田lutinintiter 

Age in weeks 

of chicks 82 露翠翠
2) 

<10 
84 ← 

85 Dead 6 days post inoculation 

1

2

3

4

5

 

9

9

9

9

9

 

92 

6

7

8

9

0

 

8

8

8

8

9

 

61 

96 

97 

98 

99 

100 

35 

1) A田lutinintiter: <1:10. 

2) The value less than ten indicates negative reaction for the diagnostic criterion of M gallisepticum 
infectiC'n 

第 6群各週令殺ヒナのMGl血清凝集反応についての成績は，それぞれTable9， 10に示したとおりであ
る。第6群の全期間を通しての凝集素価幾何平均値は， 56であった。

Table 9. Progressive ob田rvationon the田rumagglutinin titer of chicks佃 group6. 

Inoculum size 

4XIO'CCU 

Chick Agglutinis titer 
No. 1・10 20 40 80 160 320 640 

Geometric mean of 

agglutinin titer 

Age in weeks 

of chicks 

101 _1) 

102 Dead 4 days post inoculation 
103 Oead6 

104 Oead 5 

川区国

<102) 

106 Dead 1] days post inoculation 
107 Oead 8 

108 Dead 9 

109 Oead 11 

110 Oead 9 

92 

92 

1) A田lutinintiter:く1:10

2) The value less than ten indicates negative reaction for the diagnostic criterion of M. ga!lisepticum 
infection 

3) The chick in a dying condition was killed 15 days post inoculation. 
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以上1[.述べた各観察項目，すなわちヒナの肉眼病変， MG分離， MG血清凝集素価についての成績を各

ヒナ群内で相互に比較し，また同一項目別IL各ヒナ群聞の成績を比較したものが， Table 11である。

ヒナ M_ycoplas鴨 α実験感染

Table 10. Distribution of serum agglutinin titers of chicks in the each group世uoughexperimenta1 period. 

Geometric mean of 

agglutinin titer 

Agglutinin titer 

20 40 80 160 320 640 
Number of 

chicks examined1) 1:く10lnoculum size 
Group of 

chicks 10 

<103) 

'
i
ε
J
a
-
T
nツ

z
o

'EA

・B
・4

内
‘
i
w
内
，

a

p

、d

5 

5 

3 '
A
仇

w
J
a
a守
司

F

'
i
d品寸

4
品

マ

必

匂

勾

3

'i
今
，

e

令
，
“

152) 

A
U
巧

F

E

J

勾

3

'

i

'
i
 

15 

n
u
n
u
n
u
n
y
刊

4

2

2

2

1

1

 

Non-infected 

control 

4 X 10 CCU 

4 X 10' 

4 X 10' 

4 X 10・
4 X 10' 

今

，

-

今

3

4
品マ

ε
J
r
o

2 

5 

1) Numbers do not contain dead chicks. 

2) Number of chicks which showed the serum agglutinin titer. 

3) The va1ue less than ten indicates negative reaction for the diagnostic criterion of M. gallisepticum infe
ction. 

Table 11. Gross lesions， recovery of M. gallisepticum， and serum agglutinin titer of chicks 

泊 theeach group仇roughexperimenta1 period. 

Geometric mean 
of 

a銘lutinintiter 

Recovery of M. gallisepti四 m

Air sac Trachea 

1) T dc.2) >>，_1..2) Both sides" Left~' Right 

Number of Gross lesions 
chicks 

examined Air阻 cTrachea 
Group of 

lnoculum size 

chicks 

<104) 

'

i

z

J

a
斗

n
y
r
o

--A''A

勾‘d
内

，

&

F

、d

13 

90 

100 

95 

100 

100 

。
n
U
E
3
P
3
n
U
P
3
 

今

3

ヲ
M

勾

3
z
J
a
a
T

。
n
U
A
U
ε
J
Z
J
ε
J
 

今

3

今

3

ヲ
“
勾
3

弓
，

u

。
nり

Z

J

Z

J

n

u

n
り

今

3

弓

3
a
a『

Z
J
P
3

33 

z
J

《り

E
J
Z
J
F
3

弓
3

a
斗

a斗
弓

f

r

o

。3)
A
U
P
3
n
u
z
J
n
u
 

'
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内

4
2
d
P
3
a
n
u

15 

n
u
n
U
A
U
n
u
n
u
 

今

4

内

L

弓

，

&

今

，

白

内

4

Non-infected 

control 

4X 10 CCU 

4 X 10' 

4 X 10' 

4 X 10' 

4 X 10' 

何

，

白

今

3

4
品

τ

ε

J

Z

O

1) Specimens collected and cultured together from both sides of the air sac of a chick. Five and ten chicks 

out of group 1 and 2-6 were examined within 2 weeks post inoculation， respectively. 

2) Specimens ∞llected and cultured individually from the left and right sides of the air sac of a chick. Ten 

chicks per group were examined 3 and 4 weeks post inoculation， respectively. 

3) Percen包gepositive for number of chicks examined. 

4) The value less than ten indicates negative reaction for the diagnostic criterion of M. gallisepticum in
fection. 

察

餌付から 1週令の期間では，非接種対照の第1群および第 2-4群に比べて第5・6群は平均増体量が

少なく，また飼料要求率が高かった。乙の事はMG接種菌数の違いによるものと考えられ，接種菌数が多

くなるにつれ，ヒナの発育が抑制される事が実験的に明らかにされた。

ヒナの死亡率は，第 5群で 1例 (5%) ，第 6群で 8例 (40%)であり，乙れら 9例は脳軟化IL起因す

る脚麻療による起立困難または歩行不能 ならびに頭部捻転の結果，採食不能となり死亡したものと考え

考

られる。

臨床症状で頚部捻転のみられたヒナは， MG接種菌数の多い群1[.多発している事から，ヒナ体内におけ

るMGの増殖が本症状発生にかかわる何らかの原因になっている可能性も考えられる。例えば， ヒナ体内
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でのMGの増殖や， ビタミンEの破壊(脳軟化症)等の可能性も考えられる 12)が，乙れらの点についての

考察は後述する。

肉眼病変においては， MG接種菌数の多い第5・6群のヒナの気嚢・気管共に病変の出現率は高く，そ
の程度は気曇では左右両気嚢lと粘液の貯j留が認められ，気管では粘液の貯j留や点状出血が認められる例が
多かった。乙れに反して，非接種対照の第 1群および接種菌数の少ない第 2-4群のヒナの気嚢・気管共

に病変の出現率は低く，その程度は弱かった。これらの事は接種菌数が多くなるにつれて，病変の出現率
や程度が重くなる事，また乙れらのMG接種菌数と病変の程度との聞には相関関係のある事が明らかにさ

れた。

なお，第 1群lζ1例ずつの肝の巣状壊死ならびに気泡を伴った線維素性肝包膜炎がみられ，また肝の点

状出血が接種菌数の多少にかかわらずみられた。以上の事から， MG接種菌数と乙れらの病変出現率との

聞には相関関係はみられなかった。

また，頚部捻転および脚麻療のみられたヒナの脳の病理組織学的検査の結果，その病変は炎症性変化は
みられず，変性壊死病変を特徴とするもので，従来記載されている鶏の脳軟化病変 1むに一致した。 その

結果，今回の実験にみられたヒナの頚部(椎)捻転ならびに脚麻療は，以上の臨床，肉眼ならびに病理組
織学的所見 3山 10，13品，29，34) また実験ヒナ群すなわちMG接種菌数等と病鶏の発生状況との関係などの疫

学的所見から，一種の鶏の脳軟化によるものと考えられるが，その他の鶏脳脊髄炎，ニューカッスノレ病，
マレック病などの擢患は否定された。

今回， MG大量接種ヒナlとみられた脳病変像と，非接種または少数菌接種ヒナ群で発症例がみられない

事など，病鶏発生状況等を考えると，これらの脳病変は気察内lζ大量接種された 1RF株iC起因するもの
と恩われる。なお，すでに CORDYらへ YAMAMOTOら33)は， MGの菌株によっては七面鳥の自然または人

工感染例で脳病変が起乙りうる事を報告しており，その際の脳の病理変状と今回のそれとは概ね一致する
ものと認められた。

一方， FABRICANT7)はMGの気嚢内接種lとより，多数の鶏lζ脳炎が認められたと報告している。

著者らは今回の実験のみならず，従来も何度か 1RF株の大量気嚢内接種によって初生ヒナに斜頚など
の脳症状が発生する事を経験している。

これらの病変は，接種MGの血液移行による脳血管栓塞の結果惹起された脳軟化と推定される。それら
のヒナの一部の脳からMGが分離されながら脳に炎症反応がみられなかった事は興味深く，この点につい
ては， THOMASら30)IとよりMGの毒素による作用も論じられているので，この点も含めてMGの起病性と
病理学については今後更に検討する必要があるわ7州 0，21，23，34)。

実験ヒナからのMG分離についてみると，第 2-6群においてはその分離率は左右両後胸部気嚢に比べ
て気管において高く，乙の事は松井ら16) 久葉ら 14)および村田ら 17) が既に指摘している事と一致した。

気嚢におけるMG分離率は，実験開始後 14日までは接種菌数の多いヒナ群の順lζ高かった。また 15日以
降の実験期聞においては， MG非接種側気嚢(左後胸部気嚢)よりもMG接種側気嚢(右後胸部気嚢)の
方が分離率が高かった。これらの事からMG分離率は，その接種菌数l乙概ね比例する傾向にあると思われる。

なお， MG血清凝集反応についてみると 7日令殺ヒナ群ではMG血清凝集素価はほとんどのヒナで陰

性であった。この事は，ヒナにMG感染後 1週間では抗体が生産されない事を示し，乙の成績は従来認め
られているMGの初生ヒナ実験感染例とよく一致している 4川，27)。

MG凝集素価は，接種MG菌数の多いヒナ群では平均して高い値がみられたが，それらの凝集素価と接
種菌数が少ない群の凝集素価との問で大きな差は認められなかった。乙の事から，一定量以上のMGを接
種されたヒナではMG血清凝集素価は按種MGの菌数lζ左右されない事が明らかにされた。

なお，乙こで用いた実験系における 1RF株の AID 50は，正確には算出していないが，先の佐藤ら23，
26) 柚木ら36)iとよる成績と同様 10ccu前後とみられる。

結論として，供試 1R F株はM.gallisepticumとしては， ヒナに対し比較的強毒な菌株36)である事が知
られた。
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要約

in vivoでの抗菌剤効果の基礎的検討の為11:，初生ヒナを用いた一実験感染系を確立する目的で，以下

の実験を試みた。

供試菌 Mycoplasmagallisφticum (M G) 1 R F株の新鮮液体培養 10倍段階希釈の 0.4ml/ヒナを，

ブロイラー初生ヒナ，雄の右後胸部気嚢内l乙接種し 4週間観察し，接種菌の virulenceの程度を調べた。

実験群は 20羽/群とし，非感染対照を含む6群を設定した。接種菌数は 4x 101却 5CCUの5段階とした。

各実験群のヒナについては，臨床症状を観察し，増体量，飼料要求率を調べて，毎週各群 5羽ずつを殺し

て剖検し，MG分離， MG血清凝集素価の推移，肉眼ならびに組織病変等について経時的観察を試みた結

果，下記の成績が得られた。

1 )全期間，全実験群において呼吸器症状はみられなかった。しかし，接種菌数の多い群で頚部捻転と

脚麻簿を主徴とする死亡ヒナがみられ，乙れらのヒナの脳病変は病理組織学的検査の結果，脳軟化のそれ

IL一致した。それらヒナの一部の脳からはMGが分離された。 2) 接種菌数の多い群では.ヒナの増体量

は少なく飼料要求率は悪かった。 3) 接種菌数の少ない群での死亡率は極めて低く，接種菌数の多い群で

14日令まで高く，その後 28日令までは死亡ヒナはみられなかった。 4) 気嚢および気管の病変出現率は，

MG接種菌数の多い群で高く また病変の程度も強いものが多かった。なお低率ながら各群のヒナlζ肝の

点状出血や，線維素性肝包膜炎，壊死巣などが， MG接種菌数の多少にかかわらず認められた。 5) MG  

分離率は，気嚢よりも気管において高く，またMG非接種側気嚢よりもMG接種側気嚢において高かった。

6) MG血清凝集素価は， 1週令殺時のヒナ群では低く 2週令時以後の殺ヒナ群で上昇がみられた。 M

G接種群間では接種菌数の多少にかかわらず凝集素価に大きな差は認められなかった。 7) 供試菌株のA

1 D 50は 10ccu前後とみられた。

結論として，供試 1R F株は M.gall必φticumとしては，ヒナに対し比較的強毒な菌株である事が知

られた。
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SUMMARY 

In order to establish an experimental system using chicks for the fundamental obser

vation on efficacy in vivo of the antibacterial agents that control the avian respiratory 

mycoplasmosis, the present experiments were conducted to investigate the virulence of 

Mycoplasma gallisepticum strain IRF26> induced artificially into the air sac of day-old 

chicks. 

The inocula of 0.4 m!/ chick of ten-fold serial dilutions of broth culture of the 

organisms were artificially induced into the right posterior thoracic air sac of day-old male 

broiler chicks, and the chicks were observed during 4 weeks. The experimental groups 

were designed as group of 20 chicks each, 6 groups included a non-infected control and 5 

infected groups. The inoculum sizes of the organisms to the chicks ranged from 4 X I 0 
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to 10 5 CCU* in 5 dilutions of the broth culture. The following results were obtained. 
1) Clinical symptoms were observed only death with characteristic findings of 

limberneck and leg weakness in the chicks inoculated with a large number of the 
organisms. According to the results of the histopathological examinations, the cerebral 
lesions appearing in these chicks were similar to those of the encephalomalacia. The 
inoculated organisms were recovered from the brain of some of those chicks. 

2) Low weight gains and high feed conversions were observed in the group of chicks 
inoculated with a large number of the organisms. 

3) The mortality rate was very low in the group of chicks inoculated with a small 
number of the organisms. In the group of chicks inoculated with a large number of the 
organisms, the mortality of chicks was comparatively high up to 14 days post inoculation, 
but no mortality was observed during the 15 to 28 days post inoculation. 

4) Incidence and severity of macroscopic lesions in the air sac and the trachea of the 
chicks inoculated with a large number of the organisms were comparatively high and 
severe. Under low incidence of the macroscopic lesions including petechiae, fibrinous 
perihepatitis and necrotic foci etc. in the liver of chicks were observed to be not depend
ing on the inoculum size of the organisms. 

5) Recovery ratio of the organisms from the chicks was found to be higher in the 
trachea than that in the air sac, and furthermore was higher on the inoculated side than 
on the other side of air sac. 

6) Serum agglutinins against M. gallisepticum were observed to be at a low titer in the 
chicks killed 1 week post inoculation, and increased titers were observed in the chicks 
killed after 2 weeks post inoculation. No remarkable difference of the serum agglutinin 
titers depending on inoculum size of the organisms was observed in the chicks. 

7) The AID 50 of the organisms was estimated as ea. 10 CCU. 
Consequently, it was proved that the strain lRF examined is comparatively high 

virulent against chicks, among the strains of M. gallisepticum. 

* Color changing unit. 


